
耐震補強橋梁一般図

図示 1 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

EL=20.000
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側面図

道路区分

橋格
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歩道

平面線形

床版厚係数

大型車交通量

床版厚

設計震度
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下部工
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コンクリート σca=7N/mm2

鉄筋 σsa=160N/mm2

計画高水位

設計条件

H.W.L=38.655m

橋台kh=0.20、橋脚kh=0.20

σck=30N/mm2

σck=21N/mm2

上部工

下部工

許容応力度

コンクリートの
設計基準強度

第3種第4級、設計速度30km/h

1等橋(TL-20)

単純支持活荷重合成鋼鈑桁

逆T式橋台

張出式橋脚
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-
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500台未満　台/日/1方向

210mm

下部工
形式

H.W.L 38.655
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計画高水流量 Q=370m3/s

至　上皆津 至　奥浦

平面図

至　上皆津 至　奥浦

耐震補強橋梁一般図 S=1:200

補強設計

落橋防止構造

適用示方書

ゴム被覆チェーン(上下部工連結構造)

平成24年　道路橋示方書・同解説

ゴム被覆チェーン(上部工連結構造)

アンカーバー方式,沓座拡幅構造
水平力分担構造
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断面図 S=1:50
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（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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落橋防止構造配置図(その1)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面
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正面図
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ブロック型ゴム被覆チェーン
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落橋防止構造配置図(その1) S=1:30

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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落橋防止構造配置図(その2)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面
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S3
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側面図
G1,G3部
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G2部
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Vカット Vカット

3 0 0 k N ( 5リンク)  x  6基

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 5リンク)  x  6基

ブロック型ゴム被覆チェーン

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 5リンク)  x  2基
ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク ) x  4基

3 0 0 k N ( 5リンク) x  6基

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造配置図(その2) S=1:30
P1橋脚

S2側正面図 S3側正面図

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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落橋防止構造配置図(その3)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面
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側面図
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3 0 0 k N ( 5リンク)  x  6基

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造配置図(その3) S=1:30
P2橋脚S4側正面図 S5側正面図

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）
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Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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落橋防止構造配置図(その4)
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工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

1.5  %1 . 5  %

G1 G 3G2
S
6
上

S
6
上

A
2
上

S
6
上

G 1 G2 G 3

S6

A2

A
1
側

S 6

A2
A 1側

平面図

側面図

G1,G3部 G2部

S6

A2
A1側

0 . 3 8 9  % 0 . 3 8 9  %

正面図

沓座拡幅

沓座拡幅 沓座拡幅

沓座拡幅

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 7リンクワイド)  x  2基

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 7リンクワイド)  x  1基

D 2 5 ( M 2 4 )アンカーボルト

8本 x  2基

D 2 5 ( M 2 4 )アンカーボルト

8本  x  1基

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 7リンクワイド) x  3基

=
3
6
0

=
3
6
0

=
3
6
0

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 7リンクワイド)  x  3基

A - A

A A

落橋防止構造配置図(その4) S=1:30
A2橋台

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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落橋防止構造詳細図(その1)

1:10 6 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

*2 端末リンクの防錆仕様はHDZT7 7とする。

*3 製品計算重量: 3 9.9  kgf

* 1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

4-N ut M48 (1種）(S S40 0)

4-割ピンφ8×80 (S US3 04)

4-W ash er M48 (SS 400 )

2-R .B φ50×290(S CM4 35)

M4 8 M4 8M 48

製作数： 各3組

* ピンの防錆仕様はHD ZT49とする。

8-φ29孔

"a "

F. P.

F.P .

F .P.

 1- BASE .PL  34 0×22×810 (SM 490Y B)

 2- RIB.  PL  18 0×22×342 (SM 490Y B)

製作数：各3< 3>組

 8- ANC D25×975 <112 5> (SD 345 )

 8- Nut M24 (1種)  (SS 400 )

 8- Nut M24 (3種)  (SS 400 )

 8- Wash er M24    (SS4 00)

 2- TOP.  PL  31 0×25×334 (SM 490Y B)

1.  特記なき鋼材の材質は全てSM4 00Aとする。

6.  アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

7.  部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記

   付着量は、JIS H86 41 HDZT 77とする。

   ただし、ボルト・ナット類はHDZ T49とする。

不陸調整材

樹脂パテ材(t =5m m程度)

15 C埋め戻し

F. P.

"a"

F.P .

F .P.

 1 -BA SE.P L 2 50×2 5×440

 2 -TO P. P L 2 81×2 5×410  (S M49 0YB)

 4 -RI B. P L  62×2 2×120  

製作数：各3組

 8 -TC B M2 2× 1 05 (2-W付)(S 10T )

8 -φ26. 5孔

 4-B ASE. PL 121×22×200

 4-R IB.P L   84×22×205

製作数：各3組

 8-T CB M 22×90 ( S10T )

 4-B ASE. PL 215×22×200

埋め戻し15 C

"b"

15
C

F. P.

8

A1 <A2 >橋台

(既設側φ24.5孔)

8-φ26 .5孔

(既設側φ24.5孔)
8-φ26.5孔

(既設側φ24.5孔)

8.  ☆印のTCB  M22 (S1 0T)は、メッキ塗装とする。

☆ ☆

落橋防止構造詳細図(その1) S=1:10
A1,A2橋台

下部工ブラケット 主桁補強材詳細上部工付ブラケット

ブロック型ゴム被覆チェーン詳細図
300kN 【7リンクワイド】

ピン詳細図

2.　 印はトルシア型高力ボルトM22 (S1 0T)を示す。

3. 新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

   現場孔明けはφ24. 5とする。

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

4. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

   行うこと。

4.5 19

M 2 4  1種ナット

M 2 4  3種ナット

ネジ切り長

樹 脂注入

15
C

7

7

G

チッピング

t= 2 0 m m

アンカーボルト詳細図 S=1:5

"b"部詳細 S=1:5

* アンカーボルトはネジ切り部のみ
　溶融亜鉛メッキを施すものとする。

裏当て材

"a"部詳細図(参考) S=1:2

P1A 1 A2P2

ブロック型ゴム被覆チェーン

300 kN(7リンクワイド) 3基

ブロック型ゴム被覆チェーン

300k N(7リンクワイド) 3基

配置図 S=1:250

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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落橋防止構造詳細図(その2)

1:10 7 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

*2 端末リンクの防錆仕様はHDZT7 7とする。

*3 製品計算重量: 2 7.8  kgf

* 1 調整リングの溶接は全周隅肉溶接とする。

ピン詳細

4-Nu t M4 8(1種）(SS4 00)

4 -割ピンφ8×80 (SU S30 4)

4 -Wa sher  M4 8 ( SS4 00)

2 -R. B φ50×290 (SCM 435 )

M 48 M48M4 8

製作数： 各6組

* ピンの防錆仕様はHDZT 49とする。

" a "部詳細図

裏当て材

ブロック型ゴム被覆チェーン
300kN 【5リンク】

落橋防止構造詳細図(その2) S=1:10
P1,P2橋脚

1. 特記なき鋼材の材質は全てSM4 00Aとする。

6. 部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

注記

   付着量は、JIS H864 1 H DZT 77とする。

   ただし、ボルト・ナット類はHDZ T49とする。

7. ☆印のTCB M22 (S1 0T)は、メッキ塗装とする。

2.　 印はトルシア型高力ボルトM22( S10 T)を示す。

3. 新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への

   現場孔明けはφ24. 5とする。

5. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

4. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

   行うこと。

4 -φ 2 6 . 5孔

B

B

AA

B  -  B

1 5 C埋め戻し

" a "

F . P . F . P .

A  -  A

 4 - R I B . P L    6 0× 2 8× 7 0

 2 - B A S E . P L  2 1 0× 2 8×2 6 0

製作数：各6組

 4 - T C B   M 2 2× 1 0 5  ( 2 - W付 ) ( S 1 0 T )

 4 - T O P . P L   1 7 8× 2 2×1 8 0

(既設側φ24 . 5孔 )

☆

上部工付ブラケット S=1:5

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0kN (5リンク) 3箇所x2基=6基

ブロック型ゴム被覆チェーン

300k N(5リンク) 3箇所x2基=6基

P1A1 A 2P2

配置図 S=1:250

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造配置図(その1)

1:30 8 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

水平力分担構造配置図(その1) S=1:30
A1橋台

1.5  %1 . 5  %

G1 G 3G2

G1 G2 G 3

S1

A1

A
2
側

S 1

0 . 3 8 9  %

A1
A 2側

S1

0 . 3 8 9  %

A1
A2側

平面図

側面図

G1,G3部 G2部

正面図

落橋防止構 造

水平力分担構造 水平力分担構造

落 橋防止構造

水平力分担構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 7リンクワイド)

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 7リンクワイド)

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 7リンクワイド)

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 7リンクワイド)

(アンカーバー方式)

(アンカーバー方式) (アンカーバー方式)

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事

1100 300 0 30 00 11 00

600

3 500 3500

700 0 6 00

820 0

1
3
0
0

2
5
0

2
5
0

1
3
0
0

1
3
0
0

5
5
0

3
5
0

9
0
0

4
0
0

1
3
0
0

5
0
0

6 0 0 700 0 6 00

110 0 300 0 30 00 11 00

820 0

4
5

4
5

1
3
0
0

3 5 0 5 50

90040 0

1 300500

50 30 0

1
3
0
0

3 50 550

90 04 00

130 050 0

50 3 00

5
0
0

5
8
0

7
3
0

3
2
0

5 25 5 75 5 75

750 75 0

185 0

5
5
0

5 7 5 5 75 525575575

75 07 50

18 50

7 30

5
5
0

5
5
0

7 30

9

3
2

9

1
0

3
3
1

9
3
2

9

1
0

3
7
6



水平力分担構造配置図(その2)

1:30 9 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

水平力分担構造配置図(その2)
P1橋脚

S2

S3

P1

A
1
側

A
2
側

G 1 G2 G 3

S2 S 3

G1 G2 G 3

A A

C C

A - A B - B

C - C

S2 S3
0 . 3 8 9  %0 . 3 8 9  % 0 . 3 8 9  %0 . 3 8 9  %

P1
A 2側A1側

側面図
G1,G3部

P1
A2側A1側

G2部

B B

G1 G2 G3

S=1:30

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク)

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク)

落橋防止構造

30 0 k N ( 5リンク )

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造

30 0 k N ( 5リンク)

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク )

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造
落橋防止構造

水平力分担構造
水平力分担構造

(ストッパー方式)
(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分 担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造配置図(その3)

1:30 10 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

水平力分担構造配置図(その3)
P2橋脚

S4

S5

P2

A
1
側

A
2
側

G 1 G2 G 3

S4 S 5

G1 G2 G 3

A A

C C

A - A B - B

C - C

S4 S5
0 . 3 8 9  %0 . 3 8 9  % 0 . 3 8 9  %0 . 3 8 9  %

P2
A 2側A1側

側面図
G1,G3部

P2
A2側A1側

G2部

B B

G1 G2 G3

S=1:30

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク)

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク)

落橋防止構造

30 0 k N ( 5リンク )

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造

30 0 k N ( 5リンク)

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 5リンク ) 

ブロック型ゴム被覆チェーン

落橋防止構造
落橋防止構造

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

(ストッパー方式)

水平力分担構 造

(ストッパー方式)

水平力分担構造

水平力分担構造

(ストッパー方式)

(ストッパー方式)

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造配置図(その4)

1:30 11 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

2.鋼材の加工は、現橋の調査及び計測を行い、構造物の形状を
1.既設構造物の寸法は、現地にて再計測の上、施工を行うこと。

注記

  最終的に決めてから行うこと。
3.補強方法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。

水平力分担構造配置図(その4) S=1:30
A2橋台

平面図

側面図

G1,G3部 G2部

正面図

1.5 %1 . 5  %

G 1 G3G 2

G 1 G 2 G3

S6

A 2

A
1
側

S 6

A2
A 1側

S6

A2
A 1側

0 . 3 8 9  % 0 . 3 8 9  %

落 橋防止構造

水平力分担構造

水平力分担構造
水平力分担構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 7リンクワイド)

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

30 0 k N ( 7リンクワイド)

落橋防止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 7リンクワイド)

落橋防 止構造

ブロック型ゴム被覆チェーン

3 0 0 k N ( 7リンクワイド)

(アンカーバー方式)
(アンカーバー方式)

(アンカーバー方式)

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その1)

図示 12 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その1) S=1:10

A1橋台 G1桁,<G2桁>,G3桁

1. 特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。

注記

7. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て40Rとする。

   行うこと。

5. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

※  4-Spl  PL  170x12x  470

※  2-Top  PL  470x32x  525

材　 料

製作数 : 3

※  4-Cov  PL  140x12x  220

※  2-Fill PL   80x16x  470(SS400)

☆ 20-TCB  M22 x  95(S10T)

ネ
ジ

切
り

長

無収縮モルタル注入

箱抜き(円筒型枠)

φ150  x 480

アンカーボルト φ38  x 540 (S4 5CN)

(M 36 ネジ切り L=80 )

<
3
7
6
>

<
1
0
4
>

3種ナット M36

1種ナット M3 6

平座金 M3 6

割ピン φ6.3

鋼板 P L φ1 20(φ3 9)

φ12 0(φ3 9)

0.3 89 %

アンカーボルト詳細

"a"

A - A

B - B C - C

D - D

A A

B B

D

D

C

C

※ 2-縦型ピン  φ38 x  540(S45CN)

※  4-Web  PL  170x36x  220(SM400B)

※  4-Rib  PL  170x16x  215

※ 2-Nut    M36(SS400)(1種)

※ 2-PL  φ120(φ39)x12(SS400)

※ 2-Washer M36(SS400)

☆  8-TCB  M22 x 120(S10T)

クロロプレンゴム

※ 2-Nut    M36(SS400)(3種)

   2-PL  φ120(φ39)x10(クロロプレンゴム)

※ 2-割ピン φ6.3 x 63(SWRM8)

3.　 印はトルシア型高力ボルトM22(S10T)を示す。
4. 新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への
   現場孔明けはφ24.5とする。

8

1

2

1

2

詳細図21

1

 1-PL   φ1 20(φ3 9)x 12( SS40 0)  1 -PL   φ120(φ39)x 10(クロロプレンゴム)

2

8. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

メ
ッ

キ
範

囲

E

E

台座コンクリ－ト

目地材設置(t=2 0mm)

(台座コンクリ－ト範囲)

集水用既設コンクリート撤去

(台座コンクリ－ト範囲)

9. ☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

F. P

F . P

"a"部詳細図 S=1:5

0 . 3 8 9  %

E - E S=1:5

L e v e l

P1A1 A2P2

水平力分担構造(アンカーバー)
3箇所x2基=6基

配置図 S=1:300

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その2)

図示 13 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その2) S=1:10

P1,P2橋脚 起点側 下部工ブラケット

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

注記

6. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て40Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

アンカーボルト詳細

ネジ切り長

エポキシ

コンクリート削孔

φ61 x 860

アンカーボルト D51 x 990(SD345)

(M48 ネジ切り L=110)

樹脂注入

3種ナット M48
1種ナット M48

不陸調整(エポキシ樹脂材パテ)

平座金 M48
※  1- Flg   PL   2 50x 22x  180 0(S M49 0YB )

※  1- Top   PL   6 64x 28x  180 0(S M49 0YB )

材　 料

製作数 : 6

※  8-B N  M 27 x 1 10( 2-W付)(強度区分 8. 8)

※  1- Bas e PL   7 20x 36x  180 0(S M49 0YB )

※  6- Rib   PL   6 52x 22x   64 9(S M49 0YB )

10-φ54孔

7

8

8 -φ30ボルト孔

Le vel

9

F. P

メッキ範囲

9

調整プレート 調整プレート

調整プレート

8-φ30ボルト孔

※ 10- Nut     M48 (1種)

※ 10- D51  x  990 (SD 345 )

※ 10- Nut     M48 (3種)

※ 10- Was her  M48

※  1 -調整 PL   5 50x 40x  64 0(S M49 0YB)

調整プレート

"a"

149

104

H1

G2桁

G1桁

G3桁

571

616

H2

320

280

H3

270

305

H4

130

135

H5

360

350

L1

260

300

L2

420

400

L3

360

350

L4

P1橋脚

G2桁

G1桁

G3桁

P1橋脚

350 300 400 350

H1

G2桁

G1桁

G3桁

H2 H3 H4 H5

360

350

L1

260

300

L2

420

400

L3

360

350

L4

P2橋脚

G2桁

G1桁

G3桁

P2橋脚

350 300 400 350

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

104 616 280 305 135

149

104

571

616

320

280

270

305

130

135

104 616 280 305 135

A - A

A A

B

B - B

C

C

C - C

A

A

B

4. アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、
　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

8-BN M27  取付ボルト

"a"(座ぐり)詳細図 S=1:5

P1A1 A2P2

水平力分担構造(ストッパー)
3基

配置図 S=1:300

水平力分担構造(ストッパー)
3基

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その3)

図示 14

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その3) S=1:10

P1,P2橋脚 起点側 上部工ブラケット

0.389 %

調整プレート

※  4-Flg  PL  165x22x  260

※  4-Web  PL  200x22x  280

材　料

製作数 : 6

※  4-Rib  PL  155x22x  300

※  4-Fill PL   70x16x  235(SS400)

※  1-調整 PL  390x28x  660(SS400)

0.3 89 %

4 -φ30ボルト孔

10

フィラープレート

2-φ23ボルト孔

フィラープレート

調整プレート フィラープレート

調整プレート

フィラープレート

☆ 12-TCB  M22 x  90(S10T)

F .P

橋軸直角方向 橋軸方向

橋
軸

直
角

方
向

橋軸方向

4-φ23ボルト孔

4-φ30ボルト孔

4-φ23ボルト孔

4-φ23ボルト孔4-φ30ボルト孔

1. 特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。

注記

7. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て40Rとする。

   行うこと。

5. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

3.　 印はトルシア型高力ボルトM22(S10T)を示す。
4. 新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への
   現場孔明けはφ24.5とする。

8. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
9. ☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

P1A1 A2P2

水平力分担構造(ストッパー)
3基

配置図 S=1:300

水平力分担構造(ストッパー)
3基

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その4)

図示 15 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その4) S=1:10

P1,P2橋脚 起点側

C-C

8-M 27 M1 02

↑C

↑C

C20

4- M16

仮固定ボルトB用

個ソールプレート N1100-固定

材料表(ストッパー1基当たり)

1

全6基

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 1

本 1 SCM435相当品;ダクロタイズド処理,DMコート

バッファーA

仮固定ボルトA

仮固定プレート

2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

仮固定ボルトB

スペーサー

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

N1100用 SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

ソールプレート

(S M4 9 0A :亜鉛アルミ溶射処理)

リミットピンプレート

(SM 4 90 A:亜鉛アルミ溶射処理)

リミットピン

(SC M4 3 5相当品:D Mコート)

B - B

A - A

M10 2

2 -M8

部番

1

2

3

4

5

6

7

橋軸方向

C20

↓B↓B

←A

4- M27 (オーバータップ)

←A

4 -M1 6

仮固定ボルトA用

橋軸直角方向

取付詳細図
橋軸方向

個

個

個

個

1 2 3

(深さ : 45) オーバータップ

8セットボルト(上側) M27 x 115 1W,1SW付

8セットボルト(下側) M27 x  65 1W付

※

※

※ボルトの首下長は、締め付ける板厚を確認の上決定すること。

強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZT49)

強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZT49)組

組

1

837

6 1 3

1 05

924 1 1 1 2

納入時用部材（参考）

13

8-1

9

10

11

12

N1100用

N1100用

N1100用

N1100用

N1100用

1.ストッパーの納入時組立高さは、取付詳
注記

　細図に示す製品高-10mm程度とする。
2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を
  取り外し、所定の高さで設置すること。
3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は
　樹脂パテ材または樹脂ボルトで埋めること。
4.吊り金具は、自在型アイボルト（M16）を
　1物件当たり8個付属する。

自在型アイボルト14

4- M16

自在型アイボルト用

-2

-1

8セットボルト(上側) M20 x 100 1W,1SW付※ 強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZT49)組8-2

8

4- M20 (オーバータップ)
(深さ : 35 )

4-M 27(オーバータップ)
(深さ :  45 )

4-M 20(オーバータップ)
(深さ :  35 )

8-M 27取付ボルト

(別途計上)

バッファーA
(クロロプレンゴム)

バッファーガイドA
(S US )

バッファーB
(クロロプレンゴム)

S = 1 : 5 S = 1 : 5 S = 1 : 5

両面粘着テープ付
C3

両面粘着テープ付
C3

バッファーガイドB
(S US )

S = 1 : 54 5 6 7

P1A1 A2P2

水平力分担構造(ストッパー)
3基

配置図 S=1:300

水平力分担構造(ストッパー)
3基

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その5)

図示 16 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その5) S=1:10

P1,P2橋脚 終点側 下部工ブラケット

アンカーボルト詳細

ネジ切り長

エポキシ

コンクリート削孔

φ61 x 775

アンカーボルト D51 x 900(SD345)

(M48 ネジ切り L=110)

樹脂注入

3種ナット M48
1種ナット M48

不陸調整(エポキシ樹脂材パテ)

平座金 M48

※  1-Flg  PL  250x22x 1800(SM490YB)

※  1-Top  PL  672x25x 1800(SM490YB)

材　 料

製作数 : 6

※  8-BN  M27 x 110(2-W付)(強度区分 8.8)

※  1-Base PL  720x28x 1800(SM490YB)

※  6-Rib  PL  655x22x  657(SM490YB)

10-φ54孔

7

8

8-φ36ボルト孔

Leve l

8

F.P

メッキ範囲

8

調整プレート
調整プレート

調整プレート

8-φ30ボルト孔

※ 10-Nut    M48(1種)

※ 10-D51 x  900(SD345)

※ 10-Nut    M48(3種)

※ 10-Washer M48

※  1-調整 PL  550x40x  660(SM490YB)

調整プレート

"a"

140

95

H1

G2桁

G1桁

G3桁

580

625

H2

310

265

H3

275

305

H4

135

150

H5

360

350

L1

420

400

L2

260

300

L3

360

350

L4

P1橋脚

G2桁

G1桁

G3桁

P1橋脚

H1

G2桁

G1桁

G3桁

H2 H3 H4 H5

L1 L2 L3 L4

P2橋脚

G2桁

G1桁

G3桁

P2橋脚

350 400 300 350

360

350

420

400

260

300

360

350

350 400 300 350

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

95 625 265 305 150

140

95

580

625

310

265

275

305

135

150

95 625 265 305 150

A - A

B - B

C - C

B B

C

C

A A

A

A

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

注記

6. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て40Rとする。

   行うこと。

3. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

7. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。

4. アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、
　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

8-BN  M27  取付ボルト

"a"(座ぐり)詳細図 S=1:5

P1A1 A2P2

水平力分担構造(ストッパー)
3基

配置図 S=1:300

水平力分担構造(ストッパー)
3基

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その6)

図示 17 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その6) S=1:10

P1,P2橋脚 終点側 上部工ブラケット

0.389 %

調整プレート

※  4-Fl g  PL  20 0x22 x  260

※  4-We b  PL  20 0x22 x  280

材　 料

製作数 :  6

※  4-Ri b  PL  19 0x22 x  300

※  4-Fi ll PL  10 5x16 x  235 (SS 400)

※  1-調整 PL  46 0x28 x  820 (SS 400)

0.3 89 %

4-φ3 0ボルト孔

10

フィラープレート

2-φ23ボルト孔

フィラープレート

調整プレート フィラープレート

調整プレート

フィラープレート

☆ 1 2-T CB  M22  x  90 (S10 T)

F .P

橋軸直角方向 橋軸方向

4-φ23ボルト孔

4-φ30ボルト孔

4-φ23ボルト孔

4-φ23ボルト孔4-φ30ボルト孔

橋
軸

直
角

方
向

橋軸方向

1. 特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。

注記

7. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

6. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て40Rとする。

   行うこと。

5. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

3.　 印はトルシア型高力ボルトM22(S10T)を示す。
4. 新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への
   現場孔明けはφ24.5とする。

8. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
9. ☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

P1A1 A2P2

水平力分担構造(ストッパー)
3基

配置図 S=1:300

水平力分担構造(ストッパー)
3基 （一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その7)

図示 18 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その7) S=1:10

P1,P2橋脚 終点側

ソールプレート

材料表

1

全6基

数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

1

1 S CM43 5相当品;ダクロタイズド処理,DMコート

バッファーA

仮固定ボルトA

仮固定プレート

2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

仮固定ボルトB

スペーサー

SM490 A;亜鉛アルミ溶射処理

SM490 A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

ソールプレート
(SM 4 90 A:亜鉛アルミ溶射処理)

リミットピン
(S CM 4 35相当品:DMコート)

B - B

A - A

M102

2-M8

部番

1

2

3

4

5

6

7

橋軸方向

↓B ↓B

←A

←A

橋軸直角方向

取付詳細図
橋軸方向

リミットピンプレート
(S M4 90 A :亜鉛アルミ溶射処理)

個

単位

個

本

個

個

個

個

C20

1 2 3

4- M16

仮固定ボルトA用

C - C

8-M27 M102

↑C

↑C

C20

4-M16

仮固定ボルトB用

オーバータップ

8セットボルト(上側) M27 x 1 15 1W, 1SW付

8セットボルト(下側) M27 x  65 1W付 強度区分8.8 ;亜鉛めっき(HD ZT49 )

強度区分8.8 ;亜鉛めっき(HD ZT49 )組

組

1

837

6 13

105

924 11 12

納入時用部材（参考）

13

8- 1

9

10

11

12

N110 0-5 5

N110 0用

N110 0用

N110 0用

N110 0用

N110 0用

N110 0用

1.ストッパーの納入時組立高さは、取付詳
注記

　細図に示す製品高-10mm程度とする。
2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を
  取り外し、所定の高さで設置すること。
3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は
　樹脂パテ材または樹脂ボルトで埋めること。
4.吊り金具は、自在型アイボルト（M16）を
　1物件当たり8個付属する。

自在型アイボルト14

4- M16

自在型アイボルト用

8セットボルト(上側) M20 x 1 00 1W, 1SW付 強度区分8.8 ;亜鉛めっき(HD ZT49 )組8- 2

4 -M2 7(オーバータップ)
(深さ : 4 5)

4 -M2 0(オーバータップ)
(深さ : 3 5)

4 -M2 7(オーバータップ)
(深さ : 4 5)

4 -M2 0(オーバータップ)
(深さ : 3 5)

-2-1

8-M27取付ボルト

(別途計上)

8

(ストッパー1基当たり)

バッファーA
(クロロプレンゴム)

バッファーガイドA
(S US )

バッファーB
(クロロプレンゴム)

S= 1 : 5 S = 1 : 5 S = 1 : 5

両面粘着テープ付
C3

両面粘着テープ付
C3

バッファーガイドB
( SU S)

S = 1 : 54 5 6 7

P1A1 A2P2

水平力分担構造(ストッパー)
3基

配置図 S=1:300

水平力分担構造(ストッパー)
3基

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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水平力分担構造詳細図(その8)

図示 19 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

水平力分担構造詳細図(その8) S=1:10

水平分担構造 A2橋台 G1桁,<G2桁>,G3桁

※  4-Sp l  PL   17 0x1 6x  695

※  2 -To p  PL   61 0x3 6x  695 (SM 400 B)

材　 料

製作数 : 3

※  4 -Co v  PL φ1 60x 16

※  2 -Fi ll PL    8 0x2 0x  695 (SS 400 )

☆ 32 -TC B  M22  x 1 05( S10 T)

ネ
ジ

切
り

長

無収縮モルタル注入

箱抜き(円筒型枠)

φ150  x 600

アンカーボルト φ50  x 700 (S45 CN)

(M 48 ネジ切り L =11 0)

0. 389  %

アンカーボルト詳細

"a"

A - A

B - B C - C

D - D

A A

B B

D

D

C

C

※ 2-縦型ピン  φ50 x  700 (S4 5CN)

※  4-W eb  PL    220x 36x   2 60( SM4 00B)

※  4-R ib  PL    170x 16x   3 05

※ 2- Nut     M48 (SS 400 )(1種)

※ 2-P L  φ1 40(φ51)x 12( SS4 00)

※ 2 -Wa sher  M4 8(S S40 0)

☆ 1 2-T CB  M2 2 x 120 (S1 0T)

※ 2 -Nut     M4 8(S S400 )(3種)

   2 -PL   φ14 0(φ5 1)x 10(クロロプレンゴム)

※ 2 -割ピン φ8 x 80 (SW RM8 )

9

<
3
7
8
>

<
2
2
2
>

3種ナット M48

1種ナット M4 8

平座金 M 48

割ピン φ8

鋼板 P L φ14 0(φ5 1)

φ14 0(φ51)

クロロプレンゴム

1

2

1

2

詳細図21

1

 1-P L  φ1 40(φ51) x12( SS4 00)  1-P L  φ140(φ51)x 10(クロロプレンゴム)

2

メ
ッ

キ
範

囲

E

E

 目地材設置(t =20 mm)

(台座コンクリ－ト範囲)

 集水用既設コンクリート撤去

(台座コンクリ－ト範囲)

台座コンクリ－ト

1. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記

6. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の

5. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を

   形状を最終的に決めてから行うこと。

2. 特記なきスカーラップは全て40Rとする。

   行うこと。

4. 寸法のないK形溶接の表示ある個所は、完全溶込み
   溶接を用いること。

3.　 印はトルシア型高力ボルトM22(S10T)を示す。
   新規部材のボルト孔はφ26.5とし、既設部材への
   現場孔明けはφ24.5とする。

7. ※印の部材は、全て溶融亜鉛メッキとする。
   付着量は、JIS H 8641 HDZT77とする。
   ただし、ボルト・ナットの付着量は HDZT49とする。
   ☆印のTCB M22(S10T)は、メッキ塗装とする。

F . P

F . P

"a"部詳細図 S=1:5

0. 3 8 9  %

E - E S=1:5

L e v e l

P1A1 A2P2

水平力分担構造(アンカーバー)
3基

配置図 S=1:300

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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沓座拡幅配筋図(その1)

図示 20 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

「本図面は新JISA0 101( 201 2)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

4 - 4
(断面図)

S=1:20

拡幅部既設橋台

S
 
1 D25

(アンカー筋)
S

 
2 D16

S
 
3 D16

沓座拡幅配筋図(その1) S=1:30

注記

※コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2とする。
※施工に先立ち現地実測を行い形状決定を行うこと。
※既設コンクリートへの削孔の際は鉄筋探査を実施して既設鉄筋を切断しない
　ように十分注意をすること。
※現地でアンカー筋の配置位置を変更する場合、有効高が高くなる方向に
　変更すること。
※アンカー鉄筋の定着は既設橋台面より橋軸方向に15・D以上を確保すること。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。
※φの削孔径は,鉄筋径+10mm程度とする。
※落橋防止構造のアンカー筋の配置位置を変更する場合、沓座拡幅内の配力筋
　の位置を適宜調整すること。

(アンカー筋)

3 - 3
(平面図)

2 - 2
(アンカー削孔位置)

(正面図)

1 - 1

アンカー筋配置

11

2 2

拡
幅

部
既

設
橋

台

4

4

(アンカー筋)

3 3

既設配筋

アンカー鉄筋

削孔 φ35x385
樹脂注入

Level

アンカー鉄筋

S
 
1 D25

S
 
2 D16

S
 
3 D16

S
 
4 D16 S

 
4 D16

S
 
5 D16 S

 
5 D16

S
 
3 D16

S
 
2 D16

S2 74-D16 X 1040

S4 2-D16 X 860

S3 10-D16 X 8100

S5 4-D16 X 800

Level

鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

S 1 D25 1210 64 3.98 4.82 308

S 2 D16 1040 74 1.56 1.62 120

S 3 D16 8100 10 1.56 12.64 126

S 4 D16 860 2 1.56 1.34 3

S 5 D16 800 4 1.56 1.25 5

562

合　計 D25 308 kg

D16 254 kg

総質量 562 kg

S1 64-D25 X 1210

A1橋台
かぶり詳細図 S=1:10

 (t=20mm)削孔 φ35x385
樹脂注入

拡幅部既設橋台

φ
3
5

φ
3
5

(15・D)

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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500900400
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6
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5
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1
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2
5
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台座コンクリート

落橋防止構造アンカー

落橋防止構造アンカー

270 145 250 420 250 145 145 250 420 250 145 145 250 420 250 145 270

200215250210210250215215250210210250215215250210210250215200

8200

17550 50175200215250210210250215215250210210250215215250210210250215200

水平力分担構造アンカー

8200

225 225270 145 250 420 250 145 145 250 420 250 145 145 250 420 250 145 270

5
5
0

1
0
0
2
5
0

2
0
0

アンカー鉄筋 D25
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0
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5
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台座コンクリート

4
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8
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2
4
8

248

4
3
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248

8100

台座コンクリート

270 270 5X250=1250 2705X250=1250 270

270 5X250=1250 270 270 5X250=1250 270

2005X250=12502002005X250=1250200

2005X250=1250200 2005X250=1250200

2
4
8

374

2
4
8

水平力分担構造アンカー

852

1
7
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288

水平力分担構造アンカー

チッピングアンカー鉄筋 D25
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沓座拡幅配筋図(その2)

図示 21 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

「本図面は新JISA0 101( 201 2)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

4 - 4
(断面図)

S=1:20

拡幅部 既設橋台

S
 
1 D32

(アンカー筋)
S

 
2 D16

S
 
3 D16

注記

※コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2とする。
※施工に先立ち現地実測を行い形状決定を行うこと。
※既設コンクリートへの削孔の際は鉄筋探査を実施して既設鉄筋を切断しない
　ように十分注意をすること。
※現地でアンカー筋の配置位置を変更する場合、有効高が高くなる方向に
　変更すること。
※アンカー鉄筋の定着は既設橋台面より橋軸方向に15・D以上を確保すること。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。
※φの削孔径は,鉄筋径+10mm程度とする。
※落橋防止構造のアンカー筋の配置位置を変更する場合、沓座拡幅内の配力筋
　の位置を適宜調整すること。

(アンカー筋)

3 - 3
(平面図)

2 - 2
(アンカー削孔位置)

(正面図)

1 - 1

アンカー筋配置

11

2 2

拡
幅

部
既

設
橋

台

4

4

(アンカー筋)

3 3

既設配筋

アンカー鉄筋

削孔 φ42x490
樹脂注入

Level

アンカー鉄筋

S
 
1 D32

S
 
2 D16

S
 
3 D16

S
 
4 D16 S

 
4 D16

S
 
5 D16 S

 
5 D16

S
 
3 D16

S
 
2 D16

S3 12-D16 X 8100

S2 74-D16 X 1190

S
 
4 4-D16 X 860 S5 4-D16 X 950

Level

S1 64-D32 X 1560

鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

S 1 D32 1560 64 6.23 9.72 622

S 2 D16 1190 74 1.56 1.86 138

S 3 D16 8100 12 1.56 12.64 152

S 4 D16 860 4 1.56 1.34 5

S 5 D16 950 4 1.56 1.48 6

923

合　計 D32 622 kg

D16 301 kg

総質量 923 kg

沓座拡幅配筋図(その2) S=1:30

A2橋台
かぶり詳細図 S=1:10

 (t=20mm) 削孔 φ42x490
樹脂注入

拡幅部 既設橋台

φ
4
2

φ
4
2

(15・D)

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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チッピング アンカー鉄筋 D32
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台座コンクリート配筋図(その1)

図示 22

「本図面は新JISA0 101( 201 2)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

/ 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

台座コンクリート配筋図(その1) S=1:20

3 - 3
(断面図)

(正面図)

1 - 1 2 - 2
(側面図)

G1,G3 G2

(台座コン1ヵ所当り)

注記

※コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2とする。
※施工に先立ち現地実測を行い形状決定を行うこと。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。

注) 加工図数量は、台座コンクリート1基当り

(N=各2ヵ所) (N=2ヵ所)

▽既設橋座面

作用方向 作用方向

(
3
7
6
)

(
7
6
)

台座高(H) 331

G1

376

G2

331

G3

2

2

2

2

W
 
1 D16

W
 
3 D16

W
 
2 D16

W
 
1 D16

W
 
1 D16

W
 
2 D16

W
 
3 D16

W
 
4 D16

W
 
1 D16

W
 
3 D16

V
 
1 D16( )

V
 
3 D16( )

V
 
1 D16

V
 
2 D16

V
 
3 D16

V
 
3 D16

V
 
1 D16

V
 
4 D16

V
 
1 D16

V
 
2 D16

)()(

)(

( )

( )

(
沓

座
拡

幅
)

(
沓

座
拡

幅
)

(
沓

座
拡

幅
)

(1橋台(4ヵ所)当り)

(台座コン1ヵ所当り) (1橋台(2ヵ所)当り)

1

1

3 3 3 3

背面側

前面側

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

橋軸直角方向 橋軸直角方向

橋軸方向

(沓座拡幅)

拡幅部既設橋台

注) 端部の台座コンは、主鉄筋を同一方向(橋台中心方向)に曲げること。

W3 2-D16 X 2380 V3 2-D16 X 2380

W4 2-D16 X 1080 V4 2-D16 X 1080

A1橋台

W1 6-D16 X 1460 V1 6-D16 X 1510

W
 
2 2-D16 X 820 V

 
2 2-D16 X 890

鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

W 1 D16 1460 6 1.56 2.28 14

W 2 D16 820 2 1.56 1.28 3

W 3 D16 2380 2 1.56 3.71 7

W 4 D16 1080 2 1.56 1.68 3

27

合　計 D16 27 kg

総質量 27 kg

V 1 D16 1510 6 1.56 2.36 14

V 2 D16 890 2 1.56 1.39 3

V 3 D16 2380 2 1.56 3.71 7

V 4 D16 1080 2 1.56 1.68 3

27

合　計 D16 27 kg

総質量 27 kg

108 kg

108 kg

54 kg

54 kg

配置図 S=1:100

G3 G2 G1

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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台座コンクリート配筋図(その2)

図示 23

「本図面は新JISA0 101( 201 2)に基づき作成した図面である」(外形寸法)

/ 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

3 - 3
(断面図)

(正面図)

1 - 1 2 - 2
(側面図)

G1,G3 G2

(台座コン1ヵ所当り)

注記

※コンクリートの設計基準強度はσck=24N/mm2とする。
※施工に先立ち現地実測を行い形状決定を行うこと。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。

注) 加工図数量は、台座コンクリート1基当り

(N=各2ヵ所) (N=2ヵ所)

▽既設橋座面

作
用

方
向

(
3
7
8
)

(
7
8
)

台座高(H) 333

G1

378

G2

333

G3

2

2

2

2

W
 
1 D16

W
 
4 D16

W
 
1 D16

W
 
4 D16

V
 
1 D16( )

V
 
4 D16( )

V
 
1 D16

V
 
4 D16

V
 
4 D16

V
 
1 D16

V
 
1 D16

)(
)(

)(

( )

( )

(
沓

座
拡

幅
)

(
沓

座
拡

幅
)

(
沓

座
拡

幅
)

(1橋台(4ヵ所)当り)

(台座コン1ヵ所当り) (1橋台(2ヵ所)当り)

拡幅部 既設橋台

1

1

3 3 3 3

W
 
1 D16

W
 
1 D16

W
 
3 D16

V
 
3 D16

W
 
5 D16

V
 
5 D16

橋軸直角方向

橋軸方向

橋軸直角方向

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

W
 
4 D16

背面側

前面側

W
 
3 D16

V
 
3 D16( )

(沓座拡幅)

注) 端部の台座コンは、主鉄筋を同一方向(橋台中心方向)に曲げること。

台座コンクリート配筋図(その2) S=1:20

A2橋台

V
 
2 D16W

 
2 D16

W
 
5 4-D16 X 1060 V

 
5 4-D16 X 1060

W
 
4 2-D16 X 2980 V

 
4 2-D16 X 2980

W3 1-D16 X 1140 V3 1-D16 X 1220

W1 4-D16 X 1610 V1 4-D16 X 1660

W2 4-D16 X 1610 V2 4-D16 X 1660

W
 
2 D16

V
 
2 D16( )

W
 
2 D16

V
 
2 D16( )

鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

W 1 D16 1610 4 1.56 2.51 10

W 2 D16 1610 4 1.56 2.51 10

W 3 D16 1140 1 1.56 1.78 2

W 4 D16 2980 2 1.56 4.65 9

W 5 D16 1060 4 1.56 1.65 7

38

合　計 D16 38 kg

総質量 38 kg

V 1 D16 1660 4 1.56 2.59 10

V 2 D16 1660 4 1.56 2.59 10

V 3 D16 1220 1 1.56 1.90 2

V 4 D16 2980 2 1.56 4.65 9

V 5 D16 1060 4 1.56 1.65 7

38

合　計 D16 38 kg

総質量 38 kg 76 kg

76 kg

152 kg

152 kg

V
 
2 D16( )

W
 
2 D16

作
用

方
向

配置図 S=1:100

G1 G2 G3

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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既設構造改良図(その1)

図示 24 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

4-Top Bolt

M10(SUS304)

4-BN M12 x 40

(SUS304)

″a″部詳細図 S=1:10 ″取付金具詳細図 S=1:10

2-BN M12 x 30

(SUS304)

4-BN M12 x 40

(SUS304)

1-Conn FB 100x 6x 95

(SUS304)

1

2

1-Conn FB 100x 6x 140

(SUS304)

4-BN M12 x 35

(SUS304)
6

既設構造改良図(その1) S=1:20
P1橋脚,<P2橋脚>

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

注記

3. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

1 . 5  %

G 1

 3 9 . 4 1 5

G 3

 4 - T o p  B o l t   M 1 0  x   2 5 ( S U S 3 0 4 )

撤去材料

撤去数 :  2 < 2 >

 8 - B N         M 1 2  x   4 0 ( S U S 3 0 4 )  4 - T o p  B o l t   M 1 0  x   2 5 ( S U S 3 0 4 )

新設材料

製作数 :  2 < 2 >

 8 - B N         M 1 2  x   4 0 ( S U S 3 0 4 )

VP 150A

新設

現  状 改良後

取付金具流用

4-φ12孔

新設排水管詳細図

 1-V P     1 5 0 A  x  2 4 0 0  1 - V P     1 5 0 A  x  2 5 2 7

″ a″

< 3 9 . 3 2 2 >

<  S 5  ><  S 4  >

S3S2

<  P 2  >

A 1側

P 1

A 2側

<  S 5  ><  S 4  >

S3S2

<  P 2  >

A 1側

P 1

A 2側

VP 150A

撤去

取付金具流用

Conn PL 撤去

 1 - C o n n  F B  1 0 0 x  6 x  1 0 1 ( S U S 3 0 4 )  1 - C o n n  F B  1 0 0 x  6 x   9 5 ( S U S 3 0 4 )

 2 - B N         M 1 2  x   3 0 ( S U S 3 0 4 )

 2 - B N         M 1 2  x   3 0 ( S U S 3 0 4 )

Conn PL 新設

取付金具流用

取付金具流用

1

2

 4 - B N         M 1 2  x   3 5 ( S U S 3 0 4 )

 1 - C o n n  F B  1 0 0 x  6 x  1 4 0 ( S U S 3 0 4 )

P1A1 A2P2

位置図

至　上皆津 至　奥浦

S=1:400

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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既設構造改良図(その2)

図示 25 / 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

4-Top Bolt

M10(SUS304)

2-BN M12 x 40

(SUS304)

2-BN M12 x 40

(SUS304)

″a″部詳細図 S=1:10 ″取付金具詳細図 S=1:10

既設構造改良図(その2) S=1:20
A2橋台

1. 特記なき鋼材の材質は全てSS400とする。

注記

3. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
2. 特記なきスカーラップは全て35Rとする。

   行うこと。

S6

A 2
A 1側

0 . 3 8 9  % 1 . 5  %

G 1

G 3

VP 150A

撤去

 4 - T o p  B o l t  M 1 0  x  2 5 ( S U S 3 0 4 )

撤去材料

撤去数 :  2

 8 - B N        M 1 2  x  4 0 ( S U S 3 0 4 )

 4 - T o p  B o l t  M 1 0  x  2 5 ( S U S 3 0 4 )

新設材料

製作数 :  2

 8 - B N        M 1 2  x  4 0 ( S U S 3 0 4 )

S 6

A 2
A 1側

0 . 3 8 9  %

VP 150A

新設

水平力分担構造

現  状 改良後

取付金具流用

4-φ12孔

新設排水管詳細図

 1-V P  1 5 0 A  x  2 4 0 0  1 - V P  1 5 0 A  x  2 4 8 6

″ a″

P1A1 A2P2

位置図

至　上皆津 至　奥浦

S=1:400

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事
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既設構造改良図(その3)

図示 26

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

/ 26

工 事 名

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

当初設計図面

既設構造改良図(その3) S=1:40
桁受け水切り処理

平面図

P2橋脚

N=4

N=4

N=2

N=2

P1橋脚
A1橋台

A2橋台

N=6

N=6

P1A1 A2P2

位置図
至　上皆津 至　奥浦

S=1:300

100x100x750
ポリマーセメントモルタル

100x50

正面図 断面図

注記

1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上、施工を
   行うこと。

集水用Con切欠き

単位 P1橋脚 P2橋脚

m2

m3

0.040 0.040

計

0.080

S=1:30 S=1:30

既設切欠き埋戻し
m2 0.150 0.150 0.300

m3 0.005 0.005 0.010

0.002 0.002 0.004

100x100x50

断面図
A1橋台(G2部) A2橋台(G2部)

S=1:50

集水用Con撤去

単位 A1橋台 A2橋台

m2

m3

0.940 0.940

計

1.880

0.047 0.047 0.094

t=20mm t=20mm

目地材設置 m 2.400 2.400 4.800

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県美波県土整備事務所

Ｒ８波土 上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川 橋梁耐震補強工事

集水用Con切欠き

集水用Con切欠き

100 100100
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集水用Con撤去
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目地材設置 t=20mm
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集水用Con撤去目地材設置 t=20mm
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既設切欠き埋戻し　N=2

集水用Con切欠き　N=4 集水用Con切欠き　N=4

既設切欠き埋戻し　N=2
集水用Con撤去集水用Con撤去

目地材設置　N=6 目地材設置　N=6

既設切欠き部埋戻し 集水用Con
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